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発想法を用いた家政教育の研究

教　育

　　　　○増田勝己　岸松静代　島田貢明　岡田瑞穂　谷洋子（仁愛女短大・生活科学）

　（目的）18歳の年齢人口が減少し続けているため、各大学・短期大学では生き残りをか

けた方策を模索している。なかでも組織の自己点検・評価、カリキュラムの改革、社会人

入学制度やＡＯ入試の拡充等が積極的に実施されてきている。しかしこれらの他に、授業

形態を変えて学生の向学心を高め、質を向上させることも必要であるが、改善されていな

いのが現状である。最近ではディベートやインターンシップ等の導入、ファカルティ・デ

ベロップメントの取り組みがなされているが、時間や経費がかかる等容易に実施しにくい

状況にある。我々は授業に遊びを取り入れて向学心を高められないかと考え、発想法を用

いて授業を組み立てることにより教育効果を得ることができたので報告する。

　（方法）発想法の中で短時間に効果が得られるNM発想法を用い、「授業を遊ぶ」という

テーマで自由な発想をして提案されたうちの実施可能な４方法を用いて授業を行なった。

実施したクラスと実施しないクラスで授業評価を調査し、資料を統計処理し検討した。

　（結果）実際に実施したのは①ミックスジャム加工競争②○×クイズ③学生指導によるテ

ーブルマナー実習④専攻の違う学生が教えあう交換授業の４方法であった。それぞれにつ

いて1 2項目の調査をした結果、④以外は「教員と学生のコミュニケーションが取れてい

た」という項目で有意の効果があった。また②、③は学生の積極的な授業参加を促し、②

はさらに違う２項目でも有意の効果があった。その他に、教員では思いつかない学生視点

の発想が提案され、この発想法をもとに授業を構築すれば、新しい授業展開の可能性が示

唆された。

2Cp-2　　　　家政学・家庭科教育学における意思決定研究の展望

　　　　　　　山口厚子

　　　　　　　（日本学術振興会特別研究員）

問題と目的　近年，家庭科教育学では「生きる力」育成の一環として意思決定能力の開発

に関わる研究報告が多くなされ（角間・佐藤, 1999他）,教科書にも意思決定に関する記

述がみられるようになった（大修館, 1999）。こうした意思決定教育導入の背景にアメリ

カ家政学の影響があったことはいうまでもないが，そこではどのような領域の意思決定に

関する理論・研究が導入され，わが国はそこからどのような理論を導入し，最近の研究動

向につながっているか。既存文献から実態を把握し，今後の家政学・家庭科教育学分野に

おける意思決定研究の展開可能性を展望する。

方法　わが国の家政学・家庭科教育学分野において意思決定について記述がみられる諸著

書（翻訳されたものも含む），論文，およびそこで引用されていた外国文献をとりあげ，

意思決定に関する記述内容を整理していく。

結果と考察　アメリカの影響を受けたわが国の家庭経営学は，主に意思決定行為をシステ

ムとして構造的に捉える視点をもつ理論を導入してきたと思われる。一方アメリカ家政

学・家庭科教育では，実際の人間がどのようなプロセスを辿っているのかに着目し，意思

決定時の人間の心理的側面との関わりで捉える視点をもつ理論･研究結果の導入もみられ，

人間発達上の課題解決への応用が可能な意思決定教育へ繋がっていると思われた。
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